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研究成果の概要（和文）：薬物副作用の問題で注目される心筋のhERGチャネルタンパク質を，in vitro発現系を
用いて無細胞合成し，これをSiチップ中で安定化した脂質二分子膜中に包埋することにより，薬物副作用による
チャネル閉塞作用について1分子レベルで定量化した．さらに，このアプローチを様々なhERG遺伝子型に拡張す
ることにより，個別化医療のための副作用リスク評価につなげていく，という新コンセプトを提案した．また，
従来の膜垂直方向の電圧に加えて，膜に平行な電圧（膜平行電圧）を印加可能な人工膜プラットフォームを構築
し，電位依存性チャネルやナノ材料が誘起する膜貫通電流が膜平行電圧の印加によって増強される現象を発見し
た．

研究成果の概要（英文）：The human ether-a-go-go-related gene (hERG) channel is a cardiac potassium 
channel. This channel has attracted attention because a diverse group of drugs has been found to 
unintentionally block hERG channels, sometimes causing fatal arrhythmias. Through the combination of
 in vitro expression systems and lipid bilayer systems, a cell-free synthesized hERG channel was 
incorporated in the lipid bilayers, and the interaction between the channel and drug was quantified 
at the single-molecule level. 
　In addition to the conventional transmembrane voltage, we propose lateral voltage as a new input 
for use in bilayer lipid membranes. We fabricated an electrode-equipped membrane support to apply a 
lateral voltage to the lipid bilayers. We found that the lateral voltage effectively regulates the 
transmembrane current, in both channel-incorporated and fullerene-incorporated lipid bilayers, 
suggesting that the lateral voltage is a practicable and useful input for artificial cell membrane 
systems.

研究分野： バイオエレクトロニクス

キーワード： 単一イオンチャネル　バイオ二次元物質　脂質二分子膜　微細加工技術

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
無細胞合成hERGチャネルと脂質二分子膜系の融合によりhERG遺伝子型と薬物副作用リスクのデータベースが構築
できれば，未来の個別化医療における適切な治療薬の選択の一助となる．また，細胞膜における膜平行電圧は，
従来の膜貫通電圧とは全く異なる新しい概念であり，これに基づく膜タンパク質のための新規機能計測場を創出
できれば，細胞膜科学における新学理の創出につながると期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

細胞膜は，脂質分子が二層整列した脂質二分子膜（図

１）を基本骨格とし，その中にイオンチャネル等の膜タン

パク質が埋め込まれて構成される．脂質二分子膜は生

体中の二次元物質でもあり，その超絶縁性（＞数 100 
G）は，細胞膜における高効率な信号伝達の基盤とな

っている．この膜構造は，脂質分子の自己集合を利用

して人工的に形成できるが，従来の人工脂質二分子膜

は細胞膜の模倣系を目指しており，脂質二分子膜と膜

タンパク質のハイブリッドにより細胞膜を超える機能をも

発現できるのでは？という視点には欠けていた．一方，

膜タンパク質のイオンチャネルは，１分子解析をも可能

にする増幅能をもつ機能性分子であるが，取り扱いが

難しく，専ら古典的なパッチクランプ法によって細胞膜

中で機能解析がされてきた．しかし，その開閉挙動には

謎も多く，細胞膜中では捕えられない因子をも解析でき

る新しい評価系の登場が望まれていた． 
近年，膜タンパク質の発現技術は著しく進展し，イオンチャネルにおいても，高純度タンパク質を試験

管内で DNA から無細胞合成できるようになってきた．一方，脂質二分子膜にも，膜の脆弱性とチャネ

ル融合効率という課題があったが，代表者の平野らは，微細加工技術によって膜形成場となる小孔を

ナノレベルで制御することにより，これらの問題を解決していた．この新しい脂質二分子膜と無細胞合成

チャネルとの融合によりバイオ二次元ハイブリッド構造体が構築できれば，これまでにない機能が発現

できるのではないかと考え，本研究内容の構想に至った． 
 
２．研究の目的 

本研究では，バイオ二次元材料である脂質二分子膜と

最新の無細胞タンパク質合成系との融合により，バイオ

二次元物質-機能性タンパク質１分子複合体を創成し，

その機能を解析するとともに，細胞膜にはない人工系

ならではの新機能の附与を試みる（図 2）．具体的に

は，①無細胞合成したイオンチャネルタンパク質を，安

定化した脂質二分子膜中に包埋することにより，１分子

レベルで薬物との反応機構を解析できる評価系を構築

する．②従来の膜電位に加えて，膜と平行な電圧という

新しい概念を導入し，膜平行電圧を基本軸としてチャ

ネル開閉機構を解析できる新しい膜反応場を創出す

る．③薬物副作用の観点から注目される心筋の hERG
チャネルを対象に，種々の変異型に対する薬物副作

用を定量し，個々人の体質に合った薬物探索のための

スクリーニング系として提案する．これらの研究に基づ

いて，人工脂質二分子膜-イオンチャネルハイブリッド

系の新たな可能性を切り拓く． 
 
３．研究の方法 

窒化珪素（SiN）層が堆積されたシリコン（Si）基板中に，滑らかなエッジをもつ微細孔を作製し，その微

細孔中で機械的安定性の高い脂質二分子膜を形成した．小麦胚芽 in vitro 発現系を用いてリポソーム

共存下で hERG チャネルを無細胞合成し，hERG チャネル含有プロテオリポソームを調製した．あらかじ

め形成した脂質二分子膜に，このプロテオリポソームを膜融合させることにより，hERG チャネルを膜中

へと包埋した．この膜の垂直方向に電圧を印加した時に観測される単一チャネル電流を指標に，薬物

副作用による阻害現象の定量化を試みた．また，脂質二分子膜を多数並列させたアレイ型測定系を構

築し，hERG チャネル電流の複数同時記録についても検討した．膜平行電圧系については，膜平行電

圧を印加可能な膜支持体の作製から着手した．ベース基板としては，上述の Si チップと，伝統的な膜

支持体素材であるテフロンフィルムの 2 種類を用いた．Si チップおよびテフロンフィルムに小孔を形成

し，アルミニウム（Al）やチタン（Ti）を電極材料として，小孔周りの電極配線プロセスについて検討した．

 

図１．脂質二分子膜とイオンチャネル．  

 

図２．本研究の目的．  



さらに，SiO2 層を絶縁被覆層として堆積し，シ

ランカップリング剤による疎水化処理を行った

後，この基板中での膜形成を試みた．チャネ

ル 形 成 材 料 と し て ， フ ラ ー レ ン 誘 導 体 の

PCBM，またはヒトイオンチャネルの Nav1.5 チ

ャネルを包埋し，膜垂直方向の電流応答に対

する膜平行電圧の効果について調べた． 

 
４．研究成果 

(1) 無細胞タンパク質発現系と人工細胞膜
系の結合に基づく薬物によるチャネル閉塞
作用の１分子解析 

従来，タンパク質の中でも膜タンパク質は取り

扱いが難しく，その中でも特にイオンチャネル

タンパク質は，その脆弱性から機能計測にお

いても，構造解析においても，他のタンパク質

に比べて遅れていた．近年は，クライオ電子

顕微鏡の登場により，イオンチャネルの構造

解析データが爆発的に増加し始めているが，

機能計測法については，1976 年に提案され

たパッチクランプ法がいまだに最前線の手法

であり，多くの疾患に関わる重要性にも拘ら

ず，イオンチャネルは最も機能計測が遅れた

タンパク質でもある．  

一方，In vitro タンパク質発現系の進展は

近年著しく，最も難しいとされてきた膜タンパ

ク質のイオンチャネルの合成も可能になって

きた．次の段階は，無細胞合成されたイオン

チャネルの機能評価であるが，我々の人工脂

質二分子膜系との融合が可能になれば，無

細胞合成チャネル＋人工細胞膜という，新規

なイオンチャネル機能計測法の創出につなが

る．本研究では，小麦胚芽 in vitro 発現系を

用いて，薬物副作用の観点から注目される心

筋の hERG チャネルタンパク質を合成し，Si
チップ中で形成した脂質二分子膜中への包

埋を試みた．hERG チャネルの機能発現に

は，ホモ 4 量体の形成が必須であるが，無細

胞合成された単量体 hERG チャネルは，脂

質二分子膜中で 4 量体を形成し，図 3a のよう

な単一チャネル電流を示した．そのコンダクタ

ンス値 （13 pS, n=12）は，これまでに報告されてきた細胞発現系で産生された hERG チャネルのコンダ

クタンス値（11-13 pS）とよく一致していた．また，代表的副作用薬物のシサプリドの阻害作用の濃度依存

性について，1 分子レベルで解析した結果，50％阻害が起こる薬物濃度（IC50）として 6.7±2.0 nM を得

ることができ，IC50 を指標に薬物副作用を定量することに成功した（図 3b）．さらに，このアプローチを

様々な薬剤や hERG 遺伝子型に拡張して「hERG 遺伝子型－副作用リスク」をデータベース化すること

で，未来の個別化医療のための副作用リスク評価が可能になる，という新コンセプトを提案した（図 3c，

Chem. Rec., 2020）．また，我々は，このデータベース形成過程を高速化するために，脂質二分子膜を

多数並列させたアレイシステムの構築についても検討した．プロトタイプとして，人工脂質二分子膜を 16
枚並べた脂質二分子膜アレイを形成し，この膜中への hERG チャネルの包埋とチャネル電流記録を試

みた．hERG チャネルの不活性化が速いという課題もあったが，ステップ電圧を繰り返し掃引するプロト

コルを用いた結果，hERG チャネル電流を複数の膜から同時記録することに成功した（図 4，

Micromachines, 2021）． 
 

(2) 膜平行電圧の着想と電極内蔵型膜支持体の作製 

脂質二分子膜は，自己集合性やナノ薄膜性，超絶縁性を有する魅力的なナノ材料でもあり，複雑なナ

ノファブリケーションプロセスを必要としない，ナノデバイスを創生できる可能性を有する．我々は，これ

 

図 3．無細胞合成 hERG チャネルを含む人工細胞膜と

個別化医療のための副作用評価への展望．Sci. Rep. 

2017, 7, 17736, および Chem. Rec. 2020, 20, 730–

742. より改変．Copyright 2020 WILEY. 

 
図 4 ． hERG チ ャ ネ ル ア レ イ 測 定 系 の 構 築 ．

Micromachines 2021, 12, 98. より改変． 



までにも，上述の Si チップ中に形成した脂質二分

子膜中にフラーレン誘導体 PCBM を導入し，そこ

に可視光を照射すると，可逆的な光応答電流が

誘起されることを報告してきた（ J. Electroanal. 
Chem., 2019）．しかし，その応答の大きさや観測

確率は低く，さらなる信号増幅因子の入力が必要

と考えられた．従来，脂質二分子膜の電気測定に

おいては，2 つの電極を膜越しに配置し，この 2 電

極を介して膜に垂直な方向の電圧を印加して，そ

の際に流れる膜垂直方向の電流を計測してきた．

この測定法は，電圧固定法が提案された 1949 年

以降，基本的に変わっていない．一方，半導体技

術の歴史に目を向けると，2 端子ダイオードから 3

端子トランジスタに進化したことで飛躍的に発展し

てきた．この歴史的事実からヒントを得て，我々は，

脂質二分子膜に垂直な方向の電圧に加えて，膜

に平行な方向のバイアス電圧（膜平行電圧）を印

加できれば，電界効果トランジスタのような多彩な

機能を附与できるのではないかと着想した（図 5）．

そこで，この膜構造を実現するために必要となる，

膜平行電圧を印加するための電極を内蔵した膜

支持体の作製プロセスについて検討した（図 6 お

よび 7）．まずはじめに，上述の hERG チャネル副

作用センサの膜支持体としての実績をもつ Si チッ

プへの電極形成について検討した結果，Al を電

極金属として用いることで，微細孔周りに電極を配

線した Si チップを作製することに成功した（図 6）．

もう一つの電極付き支持体として，従来の電気生

理学分野においてよく用いられてきたテフロンフィ

ルムをベース素材とした電極内蔵型膜支持体の

作製についても検討した（図 7）．テフロンフィルム

に電極となる Ti を堆積し，さらに絶縁被覆層として

SiO2 層を堆積して膜支持体を作製した．しかし，こ

のままの状態では，電圧の印加に伴って，電源と

の接続部位が酸化チタン（TiO2）へと酸化され，接

触抵抗が増大しやすいことが判明したため， Ti 電
極上への白金（Pt）コーティングを施し，これを最終

構造とした． 
 
(3) 電極内蔵型膜支持体中での脂質二分子膜形

成と膜平行電圧の効果 

上述 4.2 のプロセスを用いて作製した電極内蔵型

支持体中での脂質二分子膜形成について検討し

た．その結果，Si チップおよびテフロンフィルムの

どちらの膜支持体においても膜形成が可能であっ

たが，Si チップでは脂質分子のみで膜形成が可

能であるのに対し，テフロンフィルムでは孔周辺に

ヘキサデカンの塗布が必要であった．これらの膜

系に膜平行電圧を印加したところ，Si チップ系で

は交流電圧が，テフロンフィルム系では直流電圧

が低ノイズ計測に適していることが分かった．次

に，形成した脂質二分子膜中にナノ材料や生体イ

オンチャネルを包埋し，これらのハイブリッド膜に

対する膜平行電圧の効果について検討した．フラ

ーレン誘導体 PCBM の光応答電流に対する効果については，膜垂直方向に±１ V の電圧を印加す

るため（108 V/m の高電界に相当），高耐電圧性の脂質二分子膜を形成可能な Si チップ系を用いた．

その結果，PCBM をドープした脂質膜に対して膜平行電圧を印加すると，光照射によって誘起される膜

 

図 5．膜平行電圧の導入．Faraday Discuss. 

2022, 233, 244–256. より改変．Copyright 2022 

The Royal Society of Chemistry. 

 

図 7．電極内蔵型テフロンフィルムの作製プロセ

ス．Faraday Discuss. 2022, 233, 244–256. より

改 変 ． Copyright 2022 The Royal Society of 

Chemistry. 

 
図 6．電極内蔵型 Si チップの作製プロセス．ACS 

Omega 2019, 4, 18299–18303. よ り 改 変 ．

Copyright 2019 American Chemistry Society. 



垂直方向の光応答電流が膜平行電圧の大きさに

依存して増大した（図 8）．一方，PCBM を含まない

脂質分子のみの脂質二分子膜の場合は，膜平行

電圧を印加しても光応答電流の増大は観測され

ず，膜平行電圧が PCBM 由来の光応答電流に作

用していることを示した（ACS Omega, 2019; Chem. 
Lett., 2021; Faraday Discuss., 2022）． 

次に，生体イオンチャネル電流に対する膜平行

電圧の効果について，電位依存性 Na チャネルの

Nav1.5 を対象に，電極内蔵型テフロンフィルムを

用いて検討した．Nav1.5チャネルは不活性化が速

く，チャネル電流の記録が難しいことで知られてい

る．我々も，Nav1.5 チャネルがチャネル電流活性

を消失しやすく，一度そのような非導通状態に陥

ってしまうと，二度とチャネル電流は復活しない，と

いう現象にしばしば遭遇してきた．そこで，このよう

な非導通状態に陥った Nav1.5 チャネルを対象に

膜平行電圧の印加を試みた結果，完全に消失し

たかのように見えたチャネル電流が，膜平行電圧

によって再び観測されるようになった（図 9）．また，

この電流はテトロドトキシンによって阻害されたた

め，Ｎａチャネルによる電流であることも確認でき

た．すなわち，電位依存性 Nav1.5 チャネルが示す

膜貫通方向の電流が，膜平行電圧の印加によっ

て増強されるという新現象を発見した（Faraday 
Discuss., 2022）．以上より，PCBM の場合において

も，膜タンパク質の Naｖ1.5 チャネルの場合におい

ても，膜平行電圧の印加によって膜垂直方向の電

流応答が増大し，チャネル形成物質の種類によら

ず膜貫通電流が膜平行電圧によって増強されるこ

とが示された．この新現象は，興味深い現象では

あるものの，発生メカニズムは不明であったため，

研究期間の後半においては，脂質二分子膜系に

対する光学観測－電流測定同時計測系を立ち上

げ，膜平行電圧の作用メカニズムの解明に取り組

んだ．現在，その成果についての取りまとめと投稿

準備を進めている．また，膜平行電圧によって誘

起されたチャネル電流を単一チャネル分子レベルで解析するための新手法の開発も行った．単一チャ

ネル電流は，矩形波状の 0－1 信号にノイズが重畳された電流波形として観測されるが，低 S/N 比やベ

ースライン変動等の影響を受けやすく，解析が極めて困難という課題を抱えている．我々は，観測され

た電流波形に適応した解析アルゴリズムを開発し，新規な自動解析手法として提案した（投稿中）． こ

の解析手法を用いることにより，膜平行電圧による Na チャネル電流の増強作用の定量化にも成功した

（投稿準備中）． 
 

この他，派生研究として，脂質二分子膜のデバイス化を考えた時に大きな問題となる「空気中での不安

定性」の問題にも取り組んだ．その中で，脂質分子と銅フタロシアニン（CuPC）誘導体の混合溶液を水

面上に展開することで，脂質－CuPC－脂質を単位層とした多層構造を容易に形成できることを見出し

た．その多層膜は，空気中においても安定構造として存在可能であり，我々はこの膜構造を自己集合

性新規ナノ分子－バイオハイブリッド膜として報告した（J. Phys. Chem. B, 2019; J. Vis. Exp., 2020）．ま

た，イネカルス抽出液を用いた新しい無細胞翻訳系の構築にも成功している（Bioscience, 
Biotechnology, and Biochemistry，2020）． 
 
一方，脂質二分子膜の絶縁性およびイオンチャネルタンパク質を透過するイオン流は神経信号伝達に

おいても重要な役割を担っている．本研究では，神経細胞膜中のイオンチャネルに対する新しい刺激

電極（Advanced Materials Technologies, 2020; Journal of Nanotechnology, 2022）や信号記録法

（Frontiers in Neuroscience, 2023）の開発についても検討した．さらに，培養神経細胞から成るリザバー

システムを構築し，その信号処理の特徴について分類タスクを用いて評価した（PNAS, 2023）．今後は，

これらの知見に基づいて，膜平行電圧と神経信号伝達との関連性についても調べていく予定である． 

図 8．PCBM の光応答電流に対する膜平行電圧

の効果．Faraday Discuss. 2022, 233, 244–256. 

よ り ． Copyright 2022 The Royal Society of 

Chemistry. 
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図 9．電位依存性 Na チャネル電流に対する膜

平行電圧の効果．Faraday Discuss. 2022, 233, 

244–256. よ り ． Copyright 2022 The Royal 

Society of Chemistry. 
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Engineering the structure and function of neuronal networks in vitro

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 8th International Donghu Forum for Outstanding Young Scholars（招待講演）（国際学会）

第97回日本生理学会大会（招待講演）

10th International Conference on Molecular Electronics and Bioelectronics (M&BE10)（国際学会）

10th International Conference on Molecular Electronics and Bioelectronics (M&BE10)（国際学会）

 ３．学会等名

T. Ma

山本英明，平野愛弓

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

M. Komiya, M. Kato, D. Yamaura, R. Yokota, Y. Tsuneta, M. Sato, D. Tadaki, H. Yamamoto, H. Inoue, Y. Tozawa, M. Niwano, A.
Hirano-Iwata

K. Wakimura, H. Yamamoto, K. Ide, A. Hirano-Iwata

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Self-assembled nanostructure and their applications

神経回路における構造機能相関のin vitroモデリング

Development of a system for quantitative evaluation of drug side-effects on hERG channels using artificial bilayer lipid
membranes

Acute and transient responses of cultured cortical networks to electric-field noise

 ３．学会等名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本分析化学会第68年会

第80回応用物理学会秋季学術講演会

第80回応用物理学会秋季学術講演会

第80回応用物理学会秋季学術講演会

Xingyao Feng, Teng Ma, Daisuke Tadaki, Ayumi Hirano-Iwata

横田澪央、常田悠介、佐藤まどか、加藤美生、山浦大地、但木大介、小宮麻希、山本英明、庭野道夫、平野愛弓

吉野峻晶，山浦大地，小宮麻希，菅原大和，三森康義，平野愛弓，枝松圭一，Mark Sadgrove

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Photoelectric response of doped free-standing lipid bilayer regulated by lateral electric field

脂質二分子膜を用いたイオンチャネル開口の解析

ナノ光ファイバ近傍のエバネッセント場を用いたサブマイクロ-リポソームの光操作
 ２．発表標題

人工細胞膜に基づいたイオンチャネル タンパク質の新規解析系の開発

 １．発表者名
小宮麻希、横田澪央、常田悠介、佐藤まどか、加藤美生、山浦大地、但木大介、馬騰、山本英明、庭野道夫、平野愛弓

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第80回応用物理学会秋季学術講演会

第80回応用物理学会秋季学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

冨岡康貴, 高島匠吾, 守屋雅隆, 島田宏, 廣瀬文彦, 平野愛弓, 水柿義直

脇村桂，山本英明，井手克哉，平野愛弓

袁之雄，山本英明，守谷哲，井手克哉，脇村桂，竹室汰貴，久保田繁，佐藤茂雄，平野愛弓

住拓磨，山本英明，平野愛弓

第80回応用物理学会秋季学術講演会

第80回応用物理学会秋季学術講演会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

シリコン微細加工チップに形成された自立型脂質二分子膜の容量抽出法

平行板電極を用いた外部ノイズ印可による培養神経回路の同期バースト変調効果の解析

高次元リザーバの実細胞再構成に向けた培養神経回路の伝搬指向性制御

生体脳組織の弾性率を模倣した超軟シリコーン樹脂上での神経細胞培養

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019年日本表面真空学会学術講演会

32nd International Microprocesses and Nanotechnology Conference (MNC 2019)（国際学会）

山本英明，守谷 哲，井手克哉，早川岳志，秋間学尚，佐藤茂雄，久保田 繁，谷井孝至，Sara Teller，Jordi Soriano，平野愛弓

Y. Tomioka, S. Takashima, M. Moriya, H. Shimada, F. Hirose, A. Hirano-Iwata, and Y. Mizugaki

Hideaki Yamamoto, Kei Wakimura, Zhixiong Chen, Takuma Sumi, Taiki Takemuro, Takashi Tanii, Ayumi Hirano-Iwata

M. Sato, R. Yokota, Y. Tsuneta, M. Kato, D. Yamaura, D. Tadaki, M. Komiya, H. Yamamoto, M. Niwano, A. Hirano-Iwata

Okinawa Colloids 2019（国際学会）

Okinawa Colloids 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

微細加工基板を用いた神経回路ダイナミクスの in vitro 制御

Capacitance extraction method of a free-standing bilayer lipid membrane formed over an aperture in a nanofabricated silicon
chip

Controlling structure and function of neuronal networks in 2D using microcontact-printed protein scaffolds

Analysis of ion channel functions using artificial bilayer lipid membranes

 １．発表者名



2019年

2019年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2019 International Symposium on Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA2019)（国際学会）

The Irago Conference 2019 (Interdisciplinary Research And Global Outlook)（国際学会）

日本植物学会第８４回大会シンポジウム（招待講演）

2020 Nanopore Electrochemistry Meeting（招待講演）（国際学会）

Y. Tomioka, S. Takashima, M. Moriya, H. Shimada, A. Hirano-Iwata, F. Hirose, and Y. Mizugaki

戸澤譲

Ayumi Hirano-Iwata

 ２．発表標題

 ２．発表標題

S. Moriya, H. Yamamoto, Z. Chen, K. Wakimura, A. Hirano-Iwata, S. Kubota, S. Sato

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Non-linear responses in AC characteristics of bilayer lipid membrane

インビトロ翻訳系を利用した植物膜タンパク質の機能解析

Artificial lipid membranes for functional analysis of ion channel nanopores
 ２．発表標題

Time-series information processing in cultured neuronal network models.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

8th RIEC International Symposium on Brain Functions and Brain Computer（国際学会）

8th RIEC International Symposium on Brain Functions and Brain Computer（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

H. Yamamoto, K. Wakimura, Z. Chen, T. Sumi, T. Takemuro, A. Hirano-Iwata, S. Sato

Ayumi Hirano-Iwata

平野愛弓

A. Hirano-Iwata

International Conference on Flow Dynamics 2020（招待講演）（国際学会）

日本電気化学会第51回セミコンファレンス（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Biointerface engineering technologies for manipulating neuronal network functions in culture

Artificial cell membrane platform for reconstituting ion channel functions

ナノ・マイクロ加工に基づく生体機能再構成系の構築

Microfabrication methods for the analysis of ion channel functions

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

渡辺恭也、横田澪央、加藤美生、佐藤まどか、但木大介、小宮麻希、山本英明、井上遥香、戸澤譲、庭野道夫、平野愛弓

長谷山拓実, 八巻友祐, 鹿又健作, 三浦正範, 有馬 ボシールアハンマド, 久保田繁, 平野愛弓, 廣瀬文彦

佐藤 陸, 平田はるか, 冨岡康貴, 守屋雅隆, 廣瀬文彦, 平野愛弓, 水柿義直

服部晃平，鞍掛碧流，今井絢子，橋本拓弥，石田実穂子，佐藤晃揮，髙橋穂乃歌，小熊奏一郎，山本英明，平野愛弓，谷井孝至

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

第67回応用物理学会春季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

薬物副作用評価のためのhERGチャネルセンサの開発

ITO支持型脂質二分子膜光センサの試作と評価

単分子膜貼り合わせ法で作製したグラフェン混合脂質二分子膜の光応答特性

2針電極を用いた神経細胞刺激の応答計測とその理論解析

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第67回応用物理学会春季学術講演会

SMASYS2020 Yamagata（国際学会）

The Irago Conference 2020 (Interdisciplinary Research And Global Outlook)（国際学会）

33rd International Microprocesses and Nanotechnology Conference (MNC 2020)（国際学会）

Yusuke Yamaki, Daisuke Ishikawa, Kensaku Kanomata, Ayumi Hirano-Iwata, Fumihiko Hirose

H. Hirata, Y. Tomioka, M. Moriya, H. Shimada, F. Hirose, A. Hirano-Iwata, and Y. Mizugaki

H. Hirata, Y. Tomioka, M. Moriya, H. Shimada, F. Hirose, A. Hirano-Iwata, and Y. Mizugaki

 ２．発表標題

 ２．発表標題

住 拓磨，山本 英明，脇村 桂，佐藤 茂雄，平野 愛弓

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Electrical Conductivity Modulation in PCBM-doped lipid bilayer by parallel electric field in the BLM surface

Electrical Characteristics of PCBM-embedded Bilayer Lipid Membranes under Light Irradiation

PCBM-embedded bilayer lipid membranes electrically evaluated using sequential measurements of photo-induced current and
electrochemical impedance spectroscopy

 ２．発表標題

マイクロ加工培養神経回路の外部ノイズ刺激応答の解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第30回日本神経回路学会全国大会

超スマート社会の構築に繋がる革新的材料創出に向けた光・量子ビーム応用技術調査専門委員会第４回講演会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

平野愛弓

Teng Ma, Xingyao Feng, Daisuke Tadaki, and Ayumi Hirano-Iwata

竹室 汰貴、山本 英明、佐藤 茂雄、平野 愛弓

守谷 哲, 山本英明, 平野愛弓, 久保田 繁, 佐藤茂雄

2020年日本表面真空学会学術講演会

第81回応用物理学会秋季学術講演会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ナノ・マイクロ加工を利用した生体機能の再構成とその応用

Bio-hybrid membrane as a platform for new nanodevices

薄膜型マイクロ流路を用いた微小神経細胞回路のパターン培養

モジュール構造型神経ネットワークにおける時空間ダイナミクスの時系列情報処理応用

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asia South Pacific Design Automation Conference (ASP-DAC 2021)（招待講演）（国際学会）

第１７４委員会 第70回研究会（招待講演）

Hideaki Yamamoto, Ayumi Hirano-Iwata, Shigeo Sato

平野愛弓

Ayumi Hirano-Iwata

H. Yamamoto, T. Sumi, S. Sato, A. Hirano-Iwata

Next Generation Nanoelectrochemistry（招待講演）（国際学会）

European Materials Research Society (E-MRS) 2021 Spring Meeting（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Designing functional neuronal networks with living cells

微細加工技術に基づく生体機能の再構成とその応用

Lateral voltage as a new input for artificial lipid bilayer systems

Ultrasoft silicone elastomer as a biomimetic scaffold for neuronal cultures

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本神経科学大会（招待講演）

薄膜材料デバイス研究会第18回研究集会（招待講演）

令和3年度東日本分析化学若手交流会（招待講演）

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

山本英明, 平野愛弓, 佐藤茂雄

小宮麻希

渡辺恭也、横田澪央、加藤美生、佐藤まどか、但木大介、小宮麻希、山本英明、庭野道夫、平野愛弓

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山本英明, 竹室汰貴, 住拓磨, 佐藤有弥, 守谷哲, 平野愛弓, 佐藤茂雄, J. Soriano

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

バイオ界面制御による神経回路機能の人工再構成

「膜貫通電圧」と「膜平行電圧」の制御に基づく人工細胞膜 バイオ分析手法の開発

個別化医療のためのhERGチャネル薬物副作用センサの開発
 ２．発表標題

神経回路機能のin vitro操作のためのバイオ界面制御技術

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

第68回応用物理学会春季学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

但木大介、宮田隆典、山浦大地、荒木駿、佐藤まどか、小宮麻希、馬騰、山本英明、庭野道夫、平野愛弓

佐藤まどか、小宮麻希、鹿又健作、渡辺恭也、横田澪央、安藤大貴、陰山弘典、馬騰、但木大介、山本英明、廣瀬文彦、平野愛弓

平松大樹, 佐藤 陸, 平田はるか, 守屋雅隆, 廣瀬文彦, 平野愛弓, 水柿義直

石川大修, 八巻友祐, 吉田一樹, 齋藤健太郎, 鹿又健作, 三浦正範, 有馬ボシールアハンマド, 久保田繁, 平野愛弓, 廣瀬文彦

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Solvent-freeな脂質二分子膜マイクロアレイを用いたhERGチャネル電流の並列記録

膜内電界制御を可能とする人工脂質二分子膜に基づく新規イオンチャネル解析系の構築

CNTを混合した脂質二分子膜越しに流れる電流変動量の印加電圧依存性

脂質二分子膜の膜容量評価

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2021 International Conference on Solid State devices and materials (SSDM2021)（国際学会）

ISSS-9 (The 9th International Symposium on Surface Science)（国際学会）

R. Miyata, D. Tadaki, D. Yamaura, S. Araki, M. Sato, M. Komiya, T. Ma, H. Yamamoto, M. Niwano, A. Hirano-Iwata

Teng Ma, Xingyao Feng, Daisuke Tadaki, Ayumi Hirano-Iwata

Ryusuke Miyata, Daisuke Tadaki, Daichi Yamaura, Shun Araki, Madoka Sato, Maki Komiya, Teng Ma, Hideaki Yamamoto, Michio
Niwano, Ayumi Hirano-Iwata

Madoka Sato, Maki Komiya, Kensaku Kanomata, Teng Ma, Daisuke Tadaki, Fumihiko Hirose, Ayumi Hirano-Iwata

ISSS-9 (The 9th International Symposium on Surface Science)（国際学会）

International workshop on symbiosis of biology and nanodevices（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Solvent-free lipid bilayer microarray for parallel recordings of transmembrane hERG channel activities

Photoresponse mechanism of a free-standing lipid bilayer membrane doped with fullerene derivatives

Development of solvent-free lipid bilayer microarray for parallel recordings of transmembrane hERG channel activities

Development of a novel artificial lipid bilayer system that enables applying a lateral voltage as a new input for ion
channel analysis

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Pacifichem 2021（国際学会）

Pacifichem 2021（国際学会）

Pacifichem 2021（国際学会）

第82回応用物理学会秋季学術講演会

Madoka Sato, Maki Komiya, Kensaku Kanomata, Teng Ma, Daisuke Tadaki, Fumihiko Hirose, Ayumi Hirano-Iwata

Akiyoshi Suda, Risa Matsuyama, Maki Komiya, Ayumi Hirano-Iwata, Mark Sadgrove

佐藤まどか、小宮麻希、鹿又健作、馬騰、但木大介、廣瀬文彦、平野愛弓

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Maki Komiya, Ryo Yokota, Madoka Sato, Daisuke Tadaki, Hideaki Yamamoto, Yuzuru Tozawa, Michio Niwano, Ayumi Hirano-Iwata

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Construction of novel ion channel analytical system using artificial lipid bilayer based on intramembrane electric fields

Optical manipulation of low index contrast nanoparticles with a nanofiber

人工脂質二重膜内電界制御に基づく新規イオンチャネル機能評価システムの構築
 ２．発表標題

Development of a bio-device for the analysis of ion channel activities based on artificial bilayer lipid membranes

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第82回応用物理学会秋季学術講演会

第82回応用物理学会秋季学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

馬 騰、山口 政人、渡部 芳彦、但木 大介、平野 愛弓、金高 弘恭、庭野 道夫

庭野 道夫、山口 政人、岩田 一樹、馬 騰、小宮 麻希、但木 大介、平野 愛弓

佐藤有弥, 山本英明, 竹室汰貴, 住拓磨, 酒井原一守, 谷井孝至, 佐藤茂雄, 平野愛弓

竹室汰貴，山本英明，脇村桂，住拓磨, 金野智浩, 佐藤茂雄, Jordi Soriano, 平野愛弓

第82回応用物理学会秋季学術講演会

第82回応用物理学会秋季学術講演会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Bactericidal activity of bulk nanobubbles

リポソームの合体・融合現象

多点電極アレイ上でのモジュール構造型培養神経回路のパターニング

マイクロパターン培養神経回路に対する光摂動系の構築

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第82回応用物理学会秋季学術講演会

第82回応用物理学会秋季学術講演会

岩田一樹, 馬騰, 但木大介, 平野愛弓, 庭野道夫

但木 大介、松本 晋太朗、山宮 慎、馬 騰、今井 裕司、平野 愛弓、庭野 道夫

小宮麻希、佐藤まどか、鹿又健作、渡辺恭也、安藤大貴、陰山弘典1、馬騰、横田澪央、但木大介、山本英明、戸澤譲、廣瀬文彦、庭野道
夫、平野愛弓

住拓磨, 山本英明, 守谷哲, 竹室汰貴, 金野智浩, 佐藤茂雄, 平野愛弓

日本分析化学会第70年会

第31回日本神経回路学会全国大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ナノバブル溶液における核スピン－格子緩和時間

金属細線電極を用いたPVDF圧力マッピングセンサの作製

膜内電圧制御に基づく新たな人工細胞膜イオンチャネル解析系の構築

リザバー計算に基づく人工神経細胞回路のパターン分類特性の評価

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第31回日本神経回路学会全国大会

日本表面真空学会学術講演会

日本表面真空学会学術講演会

日本表面真空学会学術講演会

渡辺 恭也、佐藤 まどか、小宮 麻希、鹿又 健作、馬 騰、但木 大介、廣瀬 文彦、平野 愛弓

陰山 弘典、安藤 大貴、佐藤 まどか、小宮 麻希 、馬 騰、鹿又 健作、廣瀬 文彦、平野 愛弓

庭野道夫, 岩田一樹, 馬騰, 但木大介, 平野愛弓

 ２．発表標題

 ２．発表標題

鞍掛碧流, 望月直樹, 池田翔, 岸野颯馬, 小熊奏一郎, 藤原彩, 山本英明, 平野愛弓, 谷井孝至

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

人工脂質二分子膜系の新入力としての膜平行電圧の導入

人工細胞膜内電界のイメージングプラットフォームの構築

ナノバブルの界面構造と粒径分布
 ２．発表標題

人工神経回路への2針電極による刺激と応答計測

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

 ３．学会等名

 ３．学会等名

嶋田佳宏, 平松大樹, 佐藤陸, 守屋雅隆, 但木大介, 平野愛弓, 水柿義直

住拓磨, 山本英明, 守谷哲, 竹室汰貴, 金野智浩, 佐藤茂雄, 平野愛弓

小宮 麻希、安藤 大貴、陰山 弘典、渡辺 恭也、佐藤 まどか、馬 騰、鹿又 健作、廣瀬 文彦、平野愛弓

渡部開登, 馮興堯, 馬騰, 但木大介, 鹿又健作, 廣瀬文彦, 平野愛弓

電子情報通信学会　ニューロコンピューティング研究会（NC）

電子情報通信学会CPM若手ミーティング

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

PCBMを混合した自立型脂質二分子膜の電気的特性

マイクロパターン培養神経回路のリザバー計算特性の解析

脂質二分子膜内における電界測定のための蛍光イメージング系の構築

脂質二分子膜構造に基づく機能性バイオハイブリッド膜の光応答メカニズムの解明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回応用物理学会春季学術講演会

第69回応用物理学会春季学術講演会

陰山 弘典, 安藤 大貴, 渡辺 恭也, 小宮 麻 希, 馬 騰, 平野 愛弓

佐藤 まどか, 張山 昌論, 平野 愛弓

佐藤 陸, 平田 はるか, 守屋 雅隆, 島田 宏, 但木 大介, 平野 愛弓, 水柿 義直

門間 信明, 山本 英明, 竹室 汰貴, 守谷 哲, 藤本 ありさ, 本田 渉, 平野 愛弓, 佐藤 茂雄

第69回応用物理学会春季学術講演会

第69回応用物理学会春季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

電位依存性イオンチャネルの動作機構解明を目指した人工細胞膜内電界の蛍光イメージング系の構築

イオンチャネル電流の定量的評価のための教師なし機械学習を用いた新規電流解析システムの開発

炭素系ナノ材料を混合した自立型脂質二分子膜の電気的特性

薄膜型マイクロ流体デバイスを用いた神経細胞モジュール間の結合指向性制御

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回応用物理学会春季学術講演会

第69回応用物理学会春季学術講演会

第42回キャピラリー電気泳動シンポジウム (SCE2022）（招待講演）

2022年度 電子デバイス (ED) 研究会

岸野 颯馬, 鞍掛 碧流, 望月 直樹, 平野 愛弓, 山本 英明, 谷井 孝至

平野愛弓

冨岡康貴, 守屋雅隆, 高島匠吾, 島田宏, 廣瀬文彦, 平野愛弓, 水柿義直

 ２．発表標題

 ２．発表標題

室田 白馬, 山本 英明, 竹室 汰貴, 門間 信明, 佐藤 茂雄, 平野 愛弓

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

電気刺激による神経細胞回路の自発発火頻度の変調

イオンチャネル機能計測のための新規人工細胞膜反応場

自立型平面脂質二分子膜の交流特性測定で観測された非線形応答
 ２．発表標題

神経アンサンブルの機能特性のin vitroモデリングに向けた薄膜型マイクロ流体デバイスの作製

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第3回生体膜デザインコンファレンス

ACS Fall 2022（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Madoka Sato, Maki Komiya, Kensaku Kanomata, Teng Ma, Daisuke Tadaki, Fumihiko Hirose, Ayumi Hirano-Iwata

Teng Ma, Masaki Kawano, Daisuke Tadaki, Michio Niwano, Ayumi Hirano-Iwata

但木大介, 松本晋太朗, 山宮慎, 馬騰, 今井裕司, 平野愛弓, 庭野道夫

小宮麻希, 佐藤まどか, 鹿又健作, 陰山弘典, 馬騰, 但木大介, 山本英明, 戸澤譲, 廣瀬文彦, 庭野道夫, 平野愛弓

2022年度 電子デバイス (ED) 研究会

2022年度 電子デバイス (ED) 研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Development of a novel planar lipid bilayer system that enables application of a lateral voltage as a new input for the
functional analysis of ion channels

Structural optimization of new-type perovskite solar cells

有機強誘電体膜を用いた圧力マッピングセンサの作製

膜平行電圧制御を導入した人工細胞膜系の構築

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 22nd International Vacuum Congress (IVC-22)（国際学会）

The 22nd International Vacuum Congress (IVC-22)（国際学会）

Teng Ma, Kaito Watabe, Ayumi Hirano-Iwata

Madoka Sato, Maki Komiya, Kensaku Kanomata, Teng Ma, Daisuke Tadaki, Fumihiko Hirose, Ayumi Hirano-Iwata

山本英明, 竹室汰貴, 住拓磨, 金野智浩, Soriano Jordi, 平野愛弓

渡部開登, Xingyao Feng, Teng Ma, 但木大介, 鹿又健作, 廣瀬文彦, 平野愛弓

第83回応用物理学会秋季学術講演会

第83回応用物理学会秋季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Extraordinary optical properties of 2D bio-hybrid membranes

Fabrication of a novel Teflon film that enables the application of the lateral voltage as a new input for the functional
analysis of ion channels based on planar lipid bilayers

モジュール構造型人工神経細胞回路の摂動応答特性

バイオハイブリッド膜の光応答メカニズムの解明

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第83回応用物理学会秋季学術講演会

第83回応用物理学会秋季学術講演会

第83回応用物理学会秋季学術講演会

第4回生体膜デザインコンファレンス

佐藤有弥, 山本英明, 加藤秀行, 谷井孝至, 佐藤茂雄, 平野愛弓

門間信明, 山本英明, 守谷哲, 平野愛弓, 佐藤茂雄

島田佳和, 陰山弘典, 佐藤まどか, 小宮麻希, 馬騰, 平野愛弓

 ２．発表標題

 ２．発表標題

平松大樹, 佐藤陸, 守屋雅隆, 島田宏, 但木大介, 平野愛弓, 水柿義直

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高密度多点電極アレイ上への神経細胞回路のパターニングと構造機能相関の解析

モジュール間結合に指向性を有する人工神経細胞回路の作製と自発活動解析

膜電位感受性色素に基づく人工細胞膜内電界の蛍光観察系の構築
 ２．発表標題

CNTを混合した自立型脂質二分子膜で観測される交流インピーダンス繰り返し増減の等価回路解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2023年電気情報通信学会総合大会（招待講演）

2022年度 電子部品・材料研究会 (CPM) 若手ミーティング

 ３．学会等名

 ３．学会等名

佐藤まどか, 張山昌論, 小宮麻希, 平野愛弓

野村駿介, 渡辺恭也, 佐藤まどか, 小宮麻希, 馬騰, 但木大介, 平野愛弓

T. Sumi, H. Yamamoto, Y. Katori, K. Ito, S. Sato, A. Hirano-Iwata

平野愛弓

第4回生体膜デザインコンファレンス

2022 International Symposium on Nonlinear Theory and Its Applications (NOLTA2022)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Kalman filterとGaussian Mixture Model clusteringに基づく単一イオンチャネル電流のための適応的自動解析アルゴリズムの開発

膜平行電圧測定系の長寿命化とイオンチャネル機能評価への応用

Time-series classification in micropatterned neuronal network reservoirs

イオンチャネル機能計測のための新規人工細胞膜電界制御系

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2022年度 電子部品・材料研究会 (CPM) 若手ミーティング

2022年度 電子部品・材料研究会 (CPM) 若手ミーティング

陰山弘典, 小宮麻希, 馬騰, 平野愛弓

上田翔弥, 嶋田佳宏, 平松大樹, 守屋雅隆, 但木大介, 平野愛弓

佐藤有弥, 山本英明, 加藤秀行, 谷井孝至, 佐藤茂雄, 平野愛弓

薗勇輝, 山本英明, 佐藤有弥, 谷井孝至, 平野愛弓, 佐藤茂雄

第70回応用物理学会春季学術講演会

第70回応用物理学会春季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

人工細胞膜系と顕微鏡観察系の融合による特性膜容量評価手法の確立

自立型DPPC 膜の繰り返しEIS 測定から抽出した特性容量の温度依存性

高密度多点電極アレイを用いたモジュール構造型培養神経細胞回路の構造機能相関の解析

高密度多点電極アレイ上にパターニングしたモジュール構造型培養神経回路の刺激応答特性の解析

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第70回応用物理学会春季学術講演会

第70回応用物理学会春季学術講演会

第70回応用物理学会春季学術講演会

第70回応用物理学会春季学術講演会

酒井原一守, 山本英明, 室田白馬, 佐藤茂雄, 平野愛弓

伊藤亘輝, 山本英明, 住拓磨, 室田白馬, 門間信明, 佐藤茂雄, 平野愛弓

住拓磨, 山本英明, 伊藤亘輝, 香取勇一, 佐藤茂雄, 平野愛弓

 ２．発表標題

 ２．発表標題

岸野颯馬, 望月直樹, 平野愛弓, 山本英明, 谷井孝至

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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